
令和５年度 置戸高等学校 生活のきまりについて 生徒指導部

本校の生徒は、全員に「実習にむけての取り組み」または「就職・進学活動」 があります。

以下のきまりをよく確認して、マナー良く、それぞれの活動に向けて生活できるようにしてください。

いじめ・暴力・威圧行為は、接触の有無にかかわらず、絶対に許しません。

１ 服装・頭髪等について

（１）頭髪は加工しない。アイロン・コテの使用は禁止。（進路等の面接時に適切だと判断されるも

のを基準とする）

（２）ピアスは、学校だけでなく日常生活においてもしない。（穴を開けない）

（３）ネックレス・ペンダント・ブレスレット・リングに類するものを身に付けない。

また、マニキュアや爪磨きもしない。

（４）ネクタイ・リボンは、第一ボタンが見えない程度以上に締める。放課後もはずさない。

（５）夏季略装中は次の①と②も可とする。

①通常の白ワイシャツとニットベストを着用。ブレザーを着用しないときは、ネクタイ・リボ

ンを着用しなくても構わない。

②指定のポロシャツを着用する場合は、次の事項を守る。

・ボタンをとめる。 ・ズボン・スカートの外に出してもよい。

・襟を立てない。 ・袖をまくらない。

・裾を結ばない。 ・記名をしておく。

・ポロシャツの上にブレザーは着用不可。

（ブレザーを着るなら、通常のシャツ等を着用する。）

・福祉の実習や体育の授業では着用不可。

（６）化粧をしない。

（７）スカートに関わること

①スカート丈…膝より上の部分が見えないようにする。（スカートを折る、切る、ベルトを

使用する等は認めない。（ベルトが無いと履けない場合は、事前に担任に申し出ておく。）

②ソックス…スカート着用時の靴下は無地のハイソックスとし、黒、または紺色に限る。

ニーハイソックスや色の付いた厚地の靴下などは認めない。ただし、冬季はタイツや

ストッキングに、同色の無地に限ってソックスを重ねて履くことを認める。肌色の

ストッキングにハイソックスを重ねて履くことも認める。黒のタイツやストッキングを履

く場合は、肌が見えにくい濃さのものを履く。

（８）スラックスに関わること

①スラックスはシャツを入れて着用し、ベルトの位置を下げずに履く。

②必ずベルトを使用する。（ベルトの色は黒とする）

③スラックスを着用する場合のソックスの色は１１のカーディガンと同じ基準とする。

（９）靴のかかとをつぶして履かない。落書きをしない。靴のひもを換えない。

（10）冬季など寒いときは、制服（ブレザー）を優先的に着るものとする。（ブレザー着用時はベ

ストを着る＝正装）ブレザーは学校に置いていかない。

（例 シャツの上に、カーディガンのみを着用するのは違反。）

（例 ブレザー内にベストを着ずに、カーディガンのみを着用するのは違反。）

（11）登下校時のみブレザーの中にカーディガンを着用しても良いが、カーディガンは無地とし、

黒、紺、ベージュ、茶色、グレー（灰）、白色の地味な色に限る。パーカー類は上着とする。

（例 ブレザーの中にパーカー類を着るのは違反。）



（12）その日の終わりの授業でジャージ着用の場合、帰りのＳＨＲはジャージ可とする。ただし、

下校する際は制服を正しく着用すること。（放課後実習や部活の後の下校は、実習担当教員

や顧問の指導のもと、ジャージや部活のウォームアップでの下校を可とする。）

２ 生活のマナー等について

（１）校舎内でガムを持ち込まない。

（２）廊下で何かを食べたり、飲んだりしない。

（３）昼食は教室で摂る。

（４）校内に、学校の活動に関係ないもの（ゲーム機、マンガなど）を持ち込まない。

（５）校舎内で携帯等の充電をしない。また、音楽等の音を出さない。

（６）教職員や目上の人には、ＴＰＯに合わせ正しい敬語を使う。

（７）職員室内の教職員に用事があるときは、服装を再確認して入室する。職員室前の机は、入室

の際のコート類・荷物等の置き場所にしてよいが、財布や携帯電話のみを置くことのないよ

うに注意すること。

（８）委員会などを除き、他学年の教室には入らない。

（９）金銭や貴重品の貸し借りは禁止する。「おごり」や「おごられ」もしないこと。

（10）貴重品の管理には細心の注意を払う。特に放課後の部活動の際は、全ての荷物を活動場所に

持っていくものとする。

（11）教室での更衣をしない。更衣は更衣室や指定された場所でおこなう。

（12）休み時間中のお菓子については、節度をわきまえている場合は構わないが、量が多すぎと判

断される場合やゴミ処理ができていない場合には、クラス単位で禁止措置とする。

（13）音楽を聞く場合は、教室または教室前のベンチで、音漏れのないようにし、放送が聞き取れ

るようにすること。また、イヤホン等をつけながら廊下を行き来しないこと。

３ 授業中のマナー等について

（１）始めと終わりの挨拶は、私語をやめて椅子を机に収めて、きちんと発声する。

（２）机の上に、ジュース、携帯電話、鏡などを置かない。

（３）携帯電話の音（振動音を含）が鳴ってしまったり、使用してしまった場合は、教科担任に携

帯電話を預ける。

（４）授業規律については、各教科担当の教員の指導に従う。

４ その他

（１）授業に遅刻した際は、職員室で「遅刻入室カード」に記入してもらう。当該学年の先生が

いる場合は、その先生にお願いする。

（２）通常と異なった服装をしなければならない時には、担任から「異装届」をもらい、教卓に置

いてもらう。

（３）通学に自転車を使用している人は全員「自転車通学願」を提出する。４月から努力義務にな

っている「ヘルメット装着」については、装着することが望ましい。（死亡事故のほとんど

がヘルメットを装着していない）ヘルメットに「TS マーク」が付いているものには、損害
補償がついているので、購入の際には、参考にすること。

（４）アルバイトを始める人は、担任に申し出て、生徒指導部の担当の先生に雇用条件を確認して

から、必ず「アルバイト届」を提出する。雇用先が変わった人は再提出する。アルバイトを

辞める場合は、担任と生徒指導部まで報告をする。

学習面で評定「１」を有している者は、アルバイトは禁止。また、寮生は、長期休業を除き

アルバイトは禁止。


